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【他科医に聞きたいちょっとしたこと】
糖尿病性腎症に伴う慢性腎不全について

羽田勝計



◎
糖
尿
病
性
腎
症
に
伴
う
慢
性
腎
不
全
に
つ
い
て

糖
尿
病
性
腎
症
に
お
け
る
腎
不
全
で
は
溢
水
傾

向
が
強
い
た
め
に
、
ク
レ
ア
チ
ー
ー
ン
値
が
あ
ま
り

上
昇
し
て
い
な
く
て
も
肺
水
腫
を
き
た
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
機
序
と
対
策
に
つ
い
て
、
お

教
え
下
き
い
。

ま
た
、
上
記
の
溢
水
傾
向
の
た
め
に
、
糖
尿
病

性
腎
症
で
は
慢
性
腎
不
全
に
比
べ
て
、
早
期
よ
り

透
析
を
導
入
せ
ざ
る
え
な
い
と
き
が
あ
る
よ
う
に

思
う
の
で
す
が
、
透
析
導
入
基
準
に
つ
い
て
も
、

お
教
え
下
さ
い
。

（
鹿
児
島
県
・
盛
満
慎
吾
、
内
科
）
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糖
尿
病
性
腎
症
に
お
い
て
最
も
治
療
に
難
渋
す
る
症

例
は
、
ご
質
問
の
溢
水
傾
向
の
強
い
症
例
で
あ
る
。
そ

の
原
因
に
関
し
て
は
、
い
く
つ
か
の
機
序
が
考
え
ら
れ

る
。
⑪
慢
性
糸
球
体
腎
炎
で
は
腎
不
全
に
至
る
と
一
般

に
尿
蛋
白
量
が
減
少
し
て
く
る
が
、
糖
尿
病
性
腎
症
で

は
腎
不
全
期
に
お
い
て
も
大
量
の
蛋
白
尿
が
持
続
し
、

血
清
総
蛋
白
・
ア
ル
ブ
ミ
ン
の
低
下
が
続
く
場
合
が
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群
が
持
続
す
る
こ

と
に
よ
り
溢
水
を
き
た
す
。
②
糖
尿
病
に
お
い
て
は
、

血
管
内
皮
細
胞
障
害
な
ど
に
よ
り
、
血
管
の
透
過
性
が

冗
進
し
て
い
る
。
③
腎
症
を
含
む
細
小
血
管
障
害
と
平

行
し
て
大
血
管
障
害
も
進
行
し
て
お
り
、
と
く
に
心
血

管
障
害
（
虚
血
性
心
疾
患
）
の
た
め
に
心
不
全
を
合
併

す
る
こ
と
が
あ
る
。
冠
状
動
脈
に
大
き
な
異
常
が
な
い

場
合
も
、
心
臓
の
細
小
血
管
障
害
の
た
め
に
心
不
全
に

陥
る
場
合
も
あ
る
。
以
上
が
主
要
な
機
序
と
考
え
ら
れ
、

こ
の
た
め
に
溢
水
傾
向
が
持
続
す
る
。

治
療
方
法
と
し
て
は
、
ま
ず
心
血
管
障
害
・
心
不
全

を
鑑
別
し
た
後
に
、
蛋
白
尿
を
減
少
き
せ
る
治
療
を
試

み
る
。
食
事
は
塩
分
制
限
・
低
蛋
白
食
を
指
導
し
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
不
足
に
陥
ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
（
蛋
白
》

０
．
６
～
０
．
８
９
ノ
蛇
／
曰
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
》
別
～

弱
言
四
一
／
煙
／
曰
）
。
低
蛋
白
食
に
よ
り
、
尿
蛋
白
の

減
少
・
血
清
蛋
白
の
増
加
が
期
待
き
れ
る
が
、
そ
の
効
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果
は
余
り
大
き
く
は
な
い
。
降
圧
薬
と
し
て
は
、
レ
ー
ー

ン
ー
ァ
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
系
阻
害
薬
（
Ａ
Ｃ
Ｅ
阻
害
薬
、

Ａ
Ｒ
Ｂ
）
が
勧
め
ら
れ
る
。
実
際
、
１
型
糖
尿
病
の
腎

症
に
対
す
る
効
果
を
検
討
し
た
、
ｇ
一
○
頁
一
言
身
に
お

い
て
、
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群
が
寛
解
（
尿
蛋
白
が
１
９

／
曰
以
下
に
減
少
）
す
る
症
例
が
あ
る
こ
と
が
報
告
き

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群
１
０
８
例

中
８
例
（
７
．
４
％
）
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
腎
機
能

が
低
下
し
た
症
例
で
は
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
阻
害
薬
・
Ａ
Ｒ
Ｂ
に

よ
る
急
性
の
腎
機
能
低
下
、
高
Ｋ
血
症
に
注
意
す
る
必

要
が
あ
る
。
こ
の
様
に
、
尿
蛋
白
減
少
を
図
る
こ
と
は

困
難
で
は
あ
る
が
、
極
め
て
厳
格
な
血
糖
・
血
圧
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
尿
蛋
白
が
減
少
す
る
症
例
も
存
在
す

る
た
め
、
こ
の
様
な
治
療
は
ま
ず
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
も
溢
水
傾
向
が
改
善
し
な
い
場
合
は
、
利
尿
薬

（
通
常
ル
ー
プ
利
尿
薬
）
、
必
要
に
応
じ
て
田
、
ご
こ

（
の
〆
言
Ｓ
ｓ
・
【
８
一
己
冨
竺
三
一
・
．
臼
の
二
・
。
）
に
よ
る
水

管
理
が
必
要
と
な
る
。

厚
生
労
働
省
研
究
班
か
ら
答
申
さ
れ
た
糖
尿
病
性
腎

症
に
お
け
る
慢
性
透
析
療
法
導
入
基
準
を
表
に
示
す
。

こ
の
点
数
表
を
用
い
て
透
析
療
法
へ
の
導
入
を
判
断
す

る
の
が
簡
便
で
あ
る
。
こ
の
基
準
は
、
腎
機
能
（
血
清

ク
レ
ア
チ
ー
ー
ン
ま
た
は
ク
レ
ア
チ
ー
ー
ン
・
ク
リ
ア
ラ
ン

ス
）
と
臨
床
症
状
・
曰
常
生
活
障
害
度
か
ら
透
析
導
入

を
判
断
す
る
基
準
で
あ
る
。
例
え
ば
、
血
清
ク
レ
ア
チ

ー
ー
シ
値
４
咽
／
此
の
糖
尿
病
性
腎
不
全
例
（
腎
機
能
は

加
点
）
で
も
、
臨
床
症
状
が
７
小
項
目
中
３
箇
以
上
で

あ
れ
ば
高
度
（
別
点
）
、
日
常
生
活
障
害
度
が
中
等
度

で
あ
れ
ば
加
点
、
計
印
点
と
な
り
、
こ
の
基
準
を
満
た

す
こ
と
に
な
る
。
糖
尿
病
性
腎
症
の
透
析
療
法
導
入
後

の
生
命
予
後
が
不
良
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
透

析
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
血
清
ク
レ
ア
チ
ー
ー
ン
値
の
み

か
ら
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
臨
床
症
状
・
曰
常
生
活

障
害
度
を
十
分
勘
案
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

文
献

、
三
】
一
己
負
ミ
ン
・
藝
困
・
ず
・
員
Ｆ
シ
・
・
Ｆ
の
三
ｍ
割
両
］
・
・
の
三
・
”
閃
の
己
路
一
・
二

○
｛
己
の
ご
す
】
．
。
ご
Ｄ
望
二
こ
『
○
ョ
①
ヨ
ミ
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の
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の
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○
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曰
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糖尿病性腎不全に対する長期透析適応基準

保存的療法では、改善できない慢性腎機能障害、臨床症状、日常生活能の障害を呈し、以下のＩ～Ⅲ項目の合計点数が
原則として60点以上になったときに長期透析療法への導入適応とする。

ガイドライン

（［①ト）

1．臨床症状
１．体液貯留：高度な全身性浮腫、肺水腫、胸水、腹水

など

２．体液異常：電解質、酸塩基平衡異常など
３．消化器症状：悪心、嘔吐、食思不振など
４．循環器症状：重症高血圧、心包炎、心不全など
５．神経症状：意識障害、麻痒など
６．血液異常：高度な貧血、出血傾向など
７．糖尿病性網膜症：増殖性網膜症
これらのｌ～７小項目のうち３筒以上のものを高度（30点)、
２筒を中等度（20点)、１箇を軽度（10点）とする。

腎機能

持続的に血清クレアチニンが８１ng／ｄＬ以上（またはクレアチ
ニン・クリアランスlOmL／miH未満）の場合を30点、５～８未
満（または10～20未満）を20点、３～５未満（または20～30未
満）を10点とする。

日常生活障害度
尿毒症症状のため起床できないものを高度（30点)、日常生活
が著しく制限されるものを中等度（20点)、通勤、通学あるい
は家庭内労働が困難となった場合を軽度（10点）とする。

Ⅱ． 

ｎ
Ｎ
、
．
。
臣
②
○
・
乞
如
剣
閂
。
■
置
閂
自
○
⑪
ロ

Ⅲ． 

ただし、年少者（15歳以下)、高年者（60歳以上）あるいは高度な全身性血管障害を合併する場合、全身状態が著しく
障害された場合などはそれぞれ１０点加算すること。

1．臨床症状

程度 占 数

高度 3０ 

中等度 2０ 

軽度 1０ 

Ⅱ腎機能

血清クレアチニン（Ing／dL）
〔クレアチニン･クリアランス(mL／miH）

占
ｄｏ、、 数

８以上（10未満） 3０ 

5～８未満（１０～20未満） 2０ 

３～５未満（20～30未満） 1０ 

m・日常生活障害度

程度 数占
ｊｏｂ、

高度 3０ 

中等度 2０ 

軽度 1０ 
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て
、
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